
特集　その時、声が届く

いざ正々堂々、はっけよい！
　左沢小学校の伝統の相撲大会が６月４日に開催されました。児童

たちはお互いの力と気力をぶつけあい、闘志あふれる名勝負を展開。

恒例となった「相撲甚句」では、化粧まわしを身につけた６年生を

中心に力強い歌声を披露し、大きな拍手が湧き起こっていました。
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災
害
時
の
情
報
を

�

瞬
時
に
お
知
ら
せ

　
４
月
14
日
、
熊
本
県
を
震
源
と
す
る
最

大
震
度
7
の
大
地
震
が
起
こ
り
、
熊
本
県

と
大
分
県
を
中
心
に
九
州
各
地
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
５
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
惨
状
が
人
々
の
記
憶
に
生
々

し
く
残
る
中
、
再
来
し
た
地
震
の
恐
怖
。

巨
大
地
震
だ
け
で
は
な
く
、
台
風
や
豪
雨
、

火
山
噴
火
な
ど
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
の
が
自
然
災
害
の
脅

威
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
災
害
が
発
生
し
た
際
、
災
害

情
報
な
ど
を
迅
速
か
つ
的
確
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
の
有
効
な
手
段
の

一
つ
が
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
で
す
。

市
町
村
防
災
行
政
無
線
は
、
各
市
町
村
が

「
地
域
防
災
計
画
」
な
ど
に
基
づ
い
て
、

地
域
の
防
災
、
災
害
復
旧
、
救
助
活
動
な

ど
の
業
務
に
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
６
月
13
日
に
約
３
億
４
千
万

円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
、
今
年
度
中

に
無
線
設
備
の
整
備
を
完
了
し
、
平
成
29

年
度
か
ら
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
箇
所
の
調

査
を
お
こ
な
う
な
ど
、
工
事
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
す
る
主
な
情
報
は
、
災

害
時
の
避
難
準
備
、
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
、
火
災
発
生
時
の
サ
イ
レ
ン
な
ど
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の

電
気
や
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

避
難
所
の
状
況
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
関
わ
る
重
要
な
情
報
も
発
信
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ

ジ
ェ
イ

‐

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
連
動
し
、

緊
急
地
震
速
報
や
気
象
な
ど
の
特
別
警
報
、

他
国
か
ら
の
武
力
攻
撃
な
ど
の
有
事
情
報

防
災
行
政
無
線　
平
成
29
年
４
月
運
用
開
始

そ
の
時
、
声
が
届
く

　
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く

情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
防
災
行
政
無
線

で
す
。
近
年
、
全
国
の
市
町
村
で
整
備
が
進
ん
で
お
り
、

本
町
で
も
来
年
4
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
防
災
行
政
無
線
の
仕
組
み
と
運
用
の
予
定
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平成２８年７月号・2



を
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
常
時
に
お
い
て
も
、
機
器
の
保
守
管

理
を
兼
ね
た
チ
ャ
イ
ム
な
ど
の
定
時
放
送

の
ほ
か
、
生
活
に
関
わ
る
町
の
情
報
を
お

届
け
す
る
な
ど
、
防
災
関
連
以
外
に
も
利

用
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
常
時
の
放

送
内
容
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
段
階
で
す

が
、
同
時
一
斉
に
情
報
発
信
が
可
能
な
防

災
行
政
無
線
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
応

用
可
能
な
伝
達
手
段
と
し
て
、
各
自
治
体

で
い
ろ
い
ろ
な
運
用
方
法
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
で

�

町
内
全
域
を
カ
バ
ー

　
広
い
範
囲
に
住
む
住
民
の
皆
さ
ん
に
同

時
に
直
接
情
報
を
発
信
す
る
「
同
報
系
防

災
行
政
無
線
」。
本
町
で
は
「
親
局
」
と
呼

ば
れ
る
指
令
設
備
を
役
場
内
に
設
置
し
、

そ
こ
か
ら
発
信
し
た
情
報
を
南
陽
市
白
鷹

山
に
あ
る
無
線
制
御
局
を
経
由
し
て
、
町

内
45
箇
所
に
設
置
し
た
「
屋
外
拡
声
子
局
」

の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
内
で
は
山
間
部
な
ど
を
中

心
に
電
波
の
届
き
に
く
い
地
域
も
多
く
、

こ
の
方
法
だ
け
で
は
す
べ
て
の
地
区
の
皆

さ
ん
に
情
報
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、「
地
域
振
興
波
」
と
呼

ば
れ
る
公
共
無
線
を
利
用
し
、
親
局
か
ら

　雨や風などの気象条件や、
気密性の高い住宅など、状況
によってはスピーカーからの
放送が聞こえにくい場合もあ
ります。
　緊急時には、テレビやラジ
オ、町の広報車やメール配信
などの手段も活用して、各自
での情報収集を積極的におこ
なうようにしましょう。

戸別受信機

南陽市白鷹山
無線制御局

無線回線
（地域振興波）

無線回線

無線回線

衛星回線

災害関連の主な放送内容
◆避難情報：避難準備、避難勧告、避難指示など
◆ライフライン、避難所情報など
◆ 全国瞬時警報システム（Ｊ

ジェイ

‐Ａ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ）からの緊急情報
※�Ｊ‐ＡＬＥＲＴとは…弾道ミサイル情報、津波情報、緊急地
震速報など、対処するために時間的余裕のない事態に関する
情報を、人工衛星を利用して国から送信し、防災行政無線な
どを自動起動することで、住民の皆さんに緊急情報を瞬時に
伝達するシステムです。

役場（親局）

屋外拡声子局
屋外拡声子局

無線回線
（地域振興波）

Ｊ‐ＡＬＥＲＴ情報

大江町防災行政無線　イメージ図

3・広報おおえ

■ 特集　その時、声が届く



の
電
波
を
直
接
受
信
す
る
子
局
（
地
域
振

興
波
受
信
子
局
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
郷
地
区
の
一
部
と

七
軒
地
区
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
中

継
局
を
通
し
て
貫
見
こ
ぶ
し
館
と
克
雪
管

理
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
波
を
再
送
信
す
る
こ

と
で
、
広
範
な
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
一
部
の
地
域
で
は
各
世
帯
に

「
戸
別
受
信
機
」
を
設
置
し
、
電
波
を
直

接
受
信
し
て
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
を
整
え
ま
す
。
戸
別
受
信
機
は
町
内

の
避
難
所
に
も
設
置
し
ま
す
の
で
、
災
害

発
生
時
に
は
い
ち
早
く
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い

場
合
を
想
定
し
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
電

話
で
放
送
内
容
を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

生
命
と
生
活
を
守
る

�

普
段
か
ら
の
備
え

　
災
害
予
知
の
技
術
が
進
み
、
情
報
網
も

発
達
し
た
現
在
。
防
災
行
政
無
線
の
整
備

に
よ
っ
て
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
も
、

い
ち
早
く
そ
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
直
ち
に
自
分
や
家

族
、
地
域
の
人
々
の
身
を
守
る
行
動
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
幸
い
に
し
て
難
を
逃

れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
大
規
模

災
害
に
見
舞
わ
れ
れ
ば
長
期
に
わ
た
っ
て

避
難
所
な
ど
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

と
き
に
役
立
つ
の
は
、
い
ざ
と
い
う
場
合

に
備
え
た
普
段
か
ら
の
準
備
と
心
構
え
で

す
。

　
本
町
は
月
布
川
流
域
に
集
落
が
点
在
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
と
り
わ
け
洪
水
へ
の

対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

今
年
３
月
に
洪
水
の
危
険
性
の
高
い
場
所

や
避
難
所
の
位
置
を
示
し
た
新
た
な
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
世
帯
へ

配
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
７
月

に
起
こ
っ
た
豪
雨
災
害
で
は
、
水
源
の
汚

濁
に
よ
り
町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
生

防災行政無線　スピーカー設置箇所一覧
№ 設置箇所 № 設置箇所 № 設置箇所
1 左沢駅前 16 中央公民館 31 顔好構造改善センター
2 町民ふれあい会館 17 みなみ公園 32 久保集落センター
3 蛍水運動公園 18 市の沢地内（公民館付近） 33 材木地内（警鐘台付近）
4 柏陵荘 19 下北山地内（町道北山線敷） 34 橋上地内（警鐘台付近）
5 藤田公民館 20 荻野堂屋敷地区集落センター 35 小釿地内（公民館付近）
6 西原公園 21 町民プール付近 36 十八才農村公園

7 麻積水林館 22 諏訪原公民館 37 楢山区児童公園
8 マルハニチロ付近 23 本郷東小学校 38 月布地内１（町道月布西線敷）
9 大山自然公園 24 山崎集会場 39 月布地内２（町道月布連絡線敷）
10 月が丘公民館 25 望山区コミュニティセンター 40 貫見こぶし館
11 富沢ポンプ庫付近 26 滝の沢公民館 41 黒森地内（水道施設付近）
12 用ポンプ庫付近 27 葛沢地内（掲示板付近） 42 克雪管理センター
13 深沢コミュニティセンター 28 原地内（防火水槽付近） 43 元道海分校跡地
14 楯岡特別支援学校大江校 29 所部地内（林道入口付近） 44 山里交流館
15 伏熊地内（広場） 30 塩野平ポンプ庫付近 45 柳川公民館

※�木の沢、小清、中沢口、田ノ沢、矢引沢の５地区については、全世帯に戸別受信機を配付します。また、
戸別受信機は町内の各避難所にも設置する予定です。
※親局である役場の屋上にも、スピーカーが設置されます。

▲�平成26年７月９日、２年連続の豪雨災害で
浸水した百目木地区の様子
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け
や
支
援
に
は
、
自
分
の
身
を
自
分
で
守

る
「
自
助
」、
消
防
や
警
察
な
ど
公
的
機

関
に
よ
る
「
公
助
」、
住
民
自
身
が
協
力

し
て
地
域
を
守
る
「
共
助
」
の
３
つ
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
特
に
重
要
だ
と
さ

れ
て
い
る
の
が
「
共
助
」
で
あ
り
、
そ
の

実
践
の
た
め
に
地
域
住
民
同
士
が
連
携
し

て
防
災
活
動
を
お
こ
な
う
「
自
主
防
災
組

織
」
の
必
要
性
が
近
年
注
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
内
会
や
自
治
会
単
位
な
ど
で
組
織

さ
れ
る
自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
時
に
は

負
傷
者
の
救
出
・
救
護
、
初
期
消
火
活
動
、

住
民
の
避
難
誘
導
や
避
難
所
の
運
営
な
ど

に
協
力
し
て
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
や
、
防
災

訓
練
、
安
全
点
検
な
ど
の
実
施
、
防
災
に

必
要
な
物
資
の
備
蓄
と
い
っ
た
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
本
町
で
は
16
の
地
区
で
集

落
単
位
の
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
て
万
一

へ
の
備
え
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ま
た
今

後
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
自

治
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
今
、
身
近
で
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
ら
―
―
「
そ
の
時
」
の
状
況
を
普

段
か
ら
想
定
し
、
身
の
ま
わ
り
の
備
え
を

万
全
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
協
力
体

制
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
防
災
行
政
無
線
か

ら
発
信
さ
れ
る
情
報
は
十
二
分
に
機
能
を

果
た
し
、
ま
さ
に
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

災害時避難所一覧
№ 避 難 所 所 在 地
1 左沢小学校 左沢816-2
2 町民ふれあい会館 左沢306
3 体育センター 本郷丁373-1
4 中央公民館 本郷丁373-1
5 大江中学校 本郷己605
6 左沢高校 藤田816-3

7 楯岡特別支援学校大江校�
（旧三郷小学校） 三郷丙1403-1

8 本郷東小学校 本郷丙275-2
9 旧本郷西小学校 十八才甲117-1
10 旧七軒東小学校 貫見693-2
11 西地区体育館 貫見468-2
12 克雪管理センター 沢口23-1
13 山里交流館 柳川959-1

14 寒河江市立柴橋小学校 寒河江市大字
柴橋1923

活
用
水
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い
う

事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
家
屋
の
倒
壊
な
ど

の
直
接
的
な
危
険
だ
け
で
は
な
く
、
電
気

や
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
断
絶
も
ま
た
、
生
活
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
食
料
・
飲
料
・
そ
の
他
生

活
必
需
品
の
十
分
な
備
蓄
が
あ
れ
ば
、
こ

う
し
た
状
況
の
中
で
も
慌
て
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
が
被
災
し
避

難
生
活
を
送
る
事
態
に
備
え
、
必
要
な
物

資
を
バ
ッ
グ
な
ど
に
詰
め
て
い
つ
で
も
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
災
害
が
起
き
た
と
き
に
必
要
に
な
る
助

大
江
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
月
布
川
流
域
地
区
抜
粋
）

旧本郷西小学校

旧七軒東小学校・西地区体育館

旧七軒東小学校

西地区体育館

旧本郷西小学校

旧七軒東小学校・西地区体育館

旧七軒東小学校

西地区体育館
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■ 特集　その時、声が届く



1
　第24回参議院議員通常選挙が、６月22日に公示さ

れ、７月10日に投開票がおこなわれます。公職選挙

法の改正により、選挙権を有する年齢が18歳以上に

引き下げられて、初めての国政選挙となります。今

回の改正によって、町内の新有権者は約160人増加

することになります。

　これに伴い、初めて投票をすることになる高校生

に選挙の重要性を知ってもらおうと、町選挙管理委

員会による選挙出前講座が５月31日に左沢高校で実

施されました。この講座では、選挙全般についての

解説と、投票の手順を実際に体験する模擬投票がお

こなわれました。

　模擬投票は、３人の架空の候補者の中から「左高

町長」を選ぶという想定で実施。生徒たちはそれぞ

れの候補者の掲げる政策を吟味し、本番さながらに

１票を投じていました。

　18歳以上になると、インターネットも含めた各種

選挙運動も可能になり、その際の注意点についても

生徒たちは高い関心を寄せていました。模擬投票を

体験した生徒の１人は、「自分の１票で未来が変わ

るかもしれない、と考えさせられました」と感想を

話していました。

■今、未来へ投じる１票
　～左沢高校選挙出前講座～

　
大
江
町
議
会

第
２
回
定
例
会

が
、
６
月
13
日

か
ら
15
日
ま
で

の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今

定
例
会
で
は
、

人
事
案
件
、
条

例
の
制
定
・
改
正
、
各
会
計
の
補
正
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
で
渡
邉
町
長
よ

り
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

行
政
報
告

大
江
町
産
業
振
興
公
社
の
決
算
報
告

　
公
社
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
公
社
が

管
理
す
る
施
設
全
体
の
昨
年
度
の
利
用
者

数
は
約
63
万
２
千
人
で
、
対
前
年
比
７
・

０
％
増
、
売
上
高
は
２
億
８
９
９
０
万
３

千
円
で
19
％
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

温
泉
利
用
者
の
増
加
に
加
え
、
新
た
に
管

理
運
営
施
設
と
な
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経

営
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
主
な
要

因
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

左
沢
駅
前
公
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

　
現
在
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
展
開
す
る

事
業
者
の
駅
前
公
有
地
へ
の
出
店
に
つ
い

て
、
前
向
き
な
回
答
を
得
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
者
は
生
鮮
食
料
品
を
扱
っ
て
い
な

い
た
め
、
店
内
の
ス
ペ
ー
ス
で
生
鮮
食
料

品
を
出
す
町
内
業
者
が
い
な
い
か
、
商
工

会
と
も
協
力
し
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
早
期
に
協
議
結
果
を
ま
と
め
、

前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
事
案
件
の
同
意

　
冨
樫
是
行
教
育
長
よ
り
７
月
31
日
を

も
っ
て
教
育
委
員
会
委
員
を
辞
職
し
た
い

と
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
教
育
長
と
し
て
、
昨
年
９
月
か

ら
教
育
委
員
を
務
め
る
犬
飼
藤
男
氏
（
１

区
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
長
は
議
会
の
同
意
を
得

て
町
長
が
直
接
任
命
す
る
こ
と
に
な
り
、

任
期
は
３
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
犬
飼

氏
の
後
任
の
教
育
委
員
と
し
て
、
阿
部
国

彦
氏
（
葛
沢
）
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
平
成
28
年
度
大
江
町
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
、
歳
入
歳
出
の
そ
れ
ぞ
れ
に

３
１
５
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

52
億
２
千
万
円
と
す
る
補
正
予
算
案
が
提

出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▲�町選挙管理委員
会による解説

▲ �投票箱、投票用
紙、記載台など、
実際の選挙と同
じものを使って
おこなわれた模
擬投票

議会
town council

第２回定例会
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町政 町の取り組みをお伝えしますTopics



2　昨年５月から改築工事を進めてきた新しい中央公

民館と町立図書館の建物が完成し、開館に向けた準

備作業が大詰めを迎えています。

　本町で初めての施設として注目される図書館につ

いては、町民の有志の方々による「みんなで語ろう

　おらだの図書館」と題した学習会が昨年度から９

回にわたって開かれ、「こんな図書館にしたい」と

いう皆さんの思いが、内部のデザインや書架などの

配置に色濃く反映されました。６月22日には完成し

た図書館の見学会をおこない、利用者にとってわか

りやすい本の配置などを検討しました。

　25日と26日には、図書の移動作業を実施。多数の

町民ボランティアの方々の協力によって旧本郷西小

学校に保管された膨大な図書の大部分が図書館へと

運び込まれ、真新しい書棚へと配置されました。

　町産の西山杉をたくさん使い、心安らぐ木の香り

に満ちた新中央公民館・町立図書館「ぷくらす」。

７月18日の記念イベント開催とともに、いよいよ

オープンとなります。

■「ぷくらす」オープン間近
　～新中央公民館・町立図書館～

▲６月22日に開かれた「おらだの図書館」の様子

新中央公民館・町立図書館の外観

▲�６月25日と26日におこなわれた図書搬入作業の様子

※�当日は歴史民俗資料館、体育
センタートレーニングルーム
が無料開放されるほか、体育
センターにて「１日中なんで
もありーナ」（無料）が開か
れます。また、駐車場の一部
で「物産味覚おおえ日和。」も
同時開催します。

※�映画『いしゃ先生』無料上映
会と絵本バッグ作りに参加い
ただくには、整理券が必要と
なります。整理券はふれあい
会館にて配布しています。

 9:30～ 開館式
11:00～ タイムカプセル事業

映画『いしゃ先生』無料上映会（第１回目）
絵本バッグ作り（第１回目）、サイエンスショー（第１回目）
絵本の世界のお菓子づくり

11:30～ 科学体験実験
12:45～ 絵本読み聞かせ
13:30～ 絵本バッグ作り（第２回目）
15:00～ 映画『いしゃ先生』無料上映会（第２回目）

サイエンスショー（第２回目）
19:00～ 映画『いしゃ先生』無料上映会（第３回目）

7/18
（月・祝日） オープン記念イベントを開催します新中央公民館

町立図書館

7・広報おおえ



・�訪問介護・通所介護以外のサービスを必要と
する高齢者
・要介護状態と思われる高齢者

介護予防サービスの仕組みが変わりました

介護予防・日常生活支援総合事業

要介護認定申請

要介護１～５ 要支援１・２ 非該当

・訪問介護・通所介護のみが必要な高齢者
・要支援１・２の更新申請者

基本チェックリスト実施

生活機能の低下が
みられる方

自立した生活が
送れる方

介護予防ケアプラン作成
（地域包括支援センター）

介護予防・生活支援サービス
（訪問型サービス・通所型サービス）

一般介護予防事業
（健康維持教室など）

ケアプラン作成
（居宅介護支援事業所）

介護給付 予防給付 町の総合事業

介護保険サービス・総合事業利用の流れ

※�要介護認定申請をおこない、判定結果が「非該当」となった方でも、基本チェックリストの判定により

町の総合事業のサービスを利用できる場合があります。

※お問い合わせは、地域包括支援センター☎62-2114、または健康福祉課福祉係☎62-2285まで

　介護保険法の改正に伴い、今まで全国一律に提供していた

介護予防サービス（要支援の認定を受けた方が利用できる

サービス）のうち、「訪問介護（ヘルパー派遣）」と「通所介

護（デイサービス）」については、新たに町の「総合事業」

として提供することになりました。新しい制度の対象となる

のは、介護保険被保険者証の認定期間の開始日が平成28年４

月１日以降になる方です。なお、新しい制度にかわっても、

引き続き必要なサービスを利用することができます。

訪問介護
通所介護

訪問看護、福祉用具
貸与、通所リハビリテー
ション、短期入所など

訪問型サービス
通所型サービス

訪問看護、福祉用具
貸与、通所リハビリテー
ション、短期入所など

予防給付
（要支援１・２）

総合事業
（要支援１・２、基本
チェックリスト該当者）

予防給付
（要支援１・２）

日常生活に必要な身体機能について「基本チェックリスト」で判定し、該当する方は要介護・要支援認定を受けなく
てもサービスを利用することができます。「自立」と判定された方も、一般介護予防事業を利用できます。
※�要介護１～５の認定を受けた方は、従来通り介護給付によるサービスを受けられます。

これまでのサービス 変更後のサービス

変更なし

平成２８年７月号・8



３歳児

６月３日に３歳児健診を

受けた元気なちびっ子

たちを紹介します！

� （順不同）

虫
歯
ゼ
ロ
の
子
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15
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で
し
た
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むらかみ
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絃くん
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荒
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健
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と
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鈴
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木
き

希
のの

花
か

ちゃん

山崎
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　最上川舟唄発祥の地で日本一の歌い手を決める

「正調最上川舟唄全国大会」が、６月26日にふれ

あい会館で開催されました。33回目を数える今回

の大会には、県内外から74名の出場者がエント

リー。尺八の幽玄な音色に合わせて、自慢の歌声

を披露しました。

　また、この日はゲストとしてシンガーソングラ

イターの朝倉さやさんが特別出演。最上川舟唄の

アレンジ曲などを熱唱し、お客さんも一緒になっ

て歌うなど、会場は大いに盛り上がりました。

６
26 目指せ日本一！　舟唄の競演

　手作りの工芸作品が一堂に並ぶ「あじさい手作

り工芸まつり」が、６月５日にふれあい会館で開

かれました。今年で11回目となる今回のイベント

では、会場内にサークルや個人が制作した工芸作

品が所狭しと展示され、町内外から大勢の方が来

場し、にぎわいを見せていました。

　このイベントは、絵手紙や色彩魚拓、アクセサ

リーなど、作品制作を実際に体験できるコーナー

がたくさんあるのも見どころです。子どもたちや

家族で訪れた方々も、自分だけの作品作りを楽し

みながら会場を巡回していました。

６
５ 手作りの楽しさを実感

　豊かな自然の中での体験を通して科学の知識を

学ぶ「ドキドキ !! 自然体験塾」が、６月11日に

実施されました。この日は町内の小学生16人が参

加。午前中は森の宮橋付近の月布川で、川に住む

生き物たちを採取し、その種類から水のにごり具

合を調べました。この日はきれいな川の象徴であ

る川魚・カジカが10匹以上も見つかり、捕まえる

たびに子どもたちは歓声をあげていました。

　午後からは、朝日町の能中地区にて化石採集に

チャレンジ。かつては海の底だった地層から、た

くさんの貝などの化石を発見しました。

６
11 先生は川の生き物たち

◇一 般 の 部／優　勝　木村　里美（大石田町）

　　　　　　　準優勝　小林　宗三（宮城県）

　　　　　　　第３位　石井　雅子（福島県）

　　　　　　　第４位　阿部　　恵（宮城県）

　　　　　　　第５位　多田　　勇（山辺町）

◇シニアの部／優　勝　村上　伸輔（宮城県）

　　　　　　　準優勝　鈴木　　健（宮城県）

　　　　　　　第３位　馬場つかよ（宮城県）

　　　　　　　第４位　中島　眞助（山形市）

　　　　　　　第５位　東海林チヨ子（山形市）

◇ジュニアの部／優秀賞　古賀　　菫（宮城県）

《大会結果》各部門５位まで・敬称略

▲一般の部優勝　木村里美さん

▲�ゲスト出演で会場を

沸かせた朝倉さやさん

▲�シニアの部優勝

　村上伸輔さん

平成２８年７月号・10
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　初夏の町内を駆け抜ける「第34回舟唄健康マラ

ソン大会」が、６月26日に催されました。この大

会は体育センターをスタート・ゴール地点とし

て、２㎞から10㎞までの４つのコースを走るマラ

ソンと５㎞のウォーキング種目があり、町内外か

ら248人の参加者がエントリーしました。

　参加者は子どもから大人まで幅広い世代に渡

り、変装で参加するランナーも。沿道からの声援

に元気をもらいながら、新緑の風が吹く町内を自

分のペースで走り切りました。

6
26 マイペースで楽しくゴールを目指す

　町の野球スポーツ少年団「大江レッドタイガー

ス」のメンバーによる町内清掃活動が、６月12日

におこなわれました。この活動は、自分の住む町

をきれいにすることで身体だけではなくスポーツ

マンとしての心も養おうと、今年初めて実施され

たものです。子どもたちは２つのグループに分か

れ、ＪＲ左沢駅から総合体育施設の野球場までの

道のりをごみを拾いながら歩き、到着した時には

ビニール袋が一杯になっていました。

　レッドタイガースのメンバーは現在17名。一緒

に野球を楽しむ仲間を随時募集しています。

6
12 スポーツマン精神で町をキレイに

　４区子ども会による伝統行事「菖
しょうぶ

蒲たたき」が、

６月５日に４区内でおこなわれました。この行事

は、地区内の家々の前で綱を結びつけた菖蒲を

引っ張って持ち上げ、地面をたたいて家内安全と

子孫繁栄を祈るものです。

　かつては菖蒲を引っ張り上げる高さを地区同士

で競ったという菖蒲たたき。その時の勝ちどきで

ある「勝った、勝った、とても四町内にゃかなう

まい、かなうまい、チャガホイ、チャガホイ」と

いう威勢のよい歌声が、西日に照らされた町内に

響き渡っていました。

６
５ とても四町内にゃかなうまい！

▲マラソン 10㎞コース

▲マラソン２㎞コース ▲マラソン３㎞コース ▲小見給水所

▲ウォーキングコース

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（62）２１８７Town TopicsTown Topics



　
昨
年
大
江
町
で
お
こ
な
っ
た
「
全
国

山
菜
サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
、
多
く
の
県
外

の
市
町
村
か
ら
も
ご
参
加
を
い
た
だ
い

た
。
礼
儀
と
し
て
、
今
年
の
「
全
国
山

菜
サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
ぜ
ひ
と
も
参
加
し

た
い
と
思
い
、
新
潟
県
魚
沼
市
大
白
川

の
「
浅
草
山
荘
」
で
開
か
れ
た
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。「
山
菜
」を
目
の
前
に「
食
べ
物
」

と
し
て
お
客
様
に
提
供
す
る
だ
け
で
は
、「
山
菜
民
宿
」

の
営
業
に
は
限
界
が
あ
っ
て
、
長
続
き
し
な
い
。
お
客
の

嗜
好
は
、「
種
を
蒔ま

い
て
、
育
て
て
、
食
べ
る
」、「
歩
い
て
、

見
つ
け
て
、
採
取
し
、
食
べ
る
」、「
煮
た
り
、
焼
い
た
り
、

漬
け
た
り
、
調
理
し
た
り
し
て
、
食
べ
る
」
な
ど
、「
山

菜
と
体
験
の
組
み
合
わ
せ
」
を
求
め
て
い
る
と
い
う
、
示

唆
に
と
ん
だ
有
意
義
な
大
会
で
あ
っ
た
。

　
次
の
日
の
「
東
京
お
お
え
会
」
の
総
会
に
参
加
す
る
た

め
、
長
岡
駅
か
ら
夜
の
新
幹
線
に
乗
っ
た
。
２
階
建
て
の

新
幹
線
車
両
、
指
定
さ
れ
た
席
は
２
階
で
、
前
か
ら
８
番

目
、
窓
際
。
お
客
が
、
誰
も
い
な
い
。
１
、２
分
の
停
車

時
間
、
ど
な
た
か
乗
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
列
車
は
走
り

出
し
た
、
車
両
を
独
り
占
め
だ
。
少
々
不
安
に
な
っ
た
、

こ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
る
の
か
な
、
初
体
験
の
緊
張
と
不
安

と
興
奮
…
…
誰
に
も
遠
慮
は
い
ら
な
い
、歌
で
も
歌
う
か
。

　
何
十
年
も
前
、
蒸
気
機
関
車
で
、
左
沢
駅
か
ら
上
野
に

向
か
っ
た
多
く
の
大
江
町
出
身
の
方
々
が
お
ら
れ
た
。
列

車
は
「
あ
の
上
野
駅
」
に
向
か
っ
て
い
る
。
大
声
で
、
上

野
に
向
か
っ
て
、「
学
生
服
を
着
た
あ
の
頃
の
あ
の
方
々
」

を
窓
に
映
し
な
が
ら
、
関
口
義
明
作
詞
・
荒
井
英
一
作
曲

の
「
あ
あ
上
野
駅
」
を
歌
い
ま
く
っ
た
。

　「
新
し
い
列
車
」
に
「
古
い
話
」
は
、あ
ま
り
に
も
「
ミ

ス
マ
ッ
チ
」
か
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.34

●
　
短
　
歌
　
●

初
夏
の
風
新
緑
揺
れ
る
並
木
道
小
犬
と
散
歩
母
子
過
ぎ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

万
緑
の
若
松
観
音
孫こ

と
と
も
に
甘
き
風
な
か
お
参
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
　
馥

夏
の
朝
ド
イ
ツ
娘
と
出
会
い
け
り
白
と
藍
色
の
ア
イ
リ
ス
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

久
方
の
雨
に
輝
く
あ
じ
さ
い
の
生
き
抜
く
姿
我
が
母
に
似
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
か
づ
子

田
植
終
へ
さ
な
ぶ
り
風
呂
か
煙
突
の
け
む
り
は
延
び
て
新
緑
の
中
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

誕
生
ご
と
庭
の
片
隅
に
桐
の
苗
嫁
ぐ
箪
笥
と
過
去
の
語
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

氏
神
に
武
運
祈
り
て
征
き
し
我
を
大
銀
杏
は
今
笑
み
て
み
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

入
院
の
ナ
ー
ス
に
感
謝
花
水
木	

菅
井
　
妙
子

蝉
の
声
い
ず
こ
と
探
す
山
の
木
々	

松
田
　
　
馥

五
月
晴
最
上
観
音
巡
礼
す	

鴨
田
富
士
夫

香
り
立
つ
真
白
き
え
ご
や
盛
り
な
り	

今
井
　
茂
樹

最
上
川
か
わ
も
に
の
せ
し
夏
の
雲	

阿
部
　
一
風

闇
の
中
強
き
ど
く
だ
み
浮
か
び
を
り	

山
家
　
重
之

笹
巻
を
子
に
送
ら
む
と
藪
を
こ
ぐ	

金
子
脩
一
郎

広
報
に
知
り
し
結
婚
新
樹
光	

清
野
今
日
子

町
名
の
謂
れ
を
辿
る
濃
紫
陽
花	

熊
谷
　
　
勉

一
枚
の
闇
に
隠
れ
て
は
た
た
神	

舟
山
　
三
男

ひ
ら
が
な
の
や
う
に
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
夏
蕨	

伊
藤
　
啓
泉

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

旧廣野家

　近世には呉服の販売をおこなっていたと伝わる廣野家。その

旧宅は、左沢内町横町通りと御免町通りの角地に建っています。

短冊状の地割に沿って、内町横町通り側から店舗・主屋・蔵の

順に配置されています。

　現代建築に改修された店舗に続く主屋（写真上）は切妻造り

の２階建てで、天井は高さがあり、妻部には梁型、洋小屋トラ

ス構造の形式が表れています。御免町通り沿いには、丸窓や櫛

形の欄干窓などが並んでおり、昭和大火前後期の伝統的な建築

的意匠の特徴をよく示しています。

　地割の奥には切妻屋根の伝統的形態を伝える土蔵（写真下）

があります。御免町通りからの出入りに配慮して、入口は１階

の背後に設けられています。
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地域おこし協力隊通信 №24

　大江町に引っ越して来たのが

去年の６月。協力隊になり１年が

経過して変わったことといえば、

手や足に、虫に刺された痕跡が

たくさんできたことでしょうか。

もしくは、おいしい山の幸を食べ

て舌が肥えたことでしょうか。は

たまた、背中を追いかけたい人がたくさんできたこと

かもしれません。
　雨を喜ぶようになったり、山の季節の移り変わりを

楽しんだり、家の周りの食べられる植物が分かるよう

になったり、暮らしを豊かにする知恵がつきました
。

今まで素通りしていたものの魅力に気づけるように

なったことは、わたしにとって何よりも嬉しい変化で

す。「楽しい。」その一言が不便さを吹き飛ばし、「笑顔
」

が不安を成敗する。そう教えてもらった１年でもあり

ます。決して目に見えるかたちではないけれど、私も

そんな変化をもたらすような人になりたいと思いなが

ら協力隊２年目がはじまります。

地域おこし協力隊　野木桃子

さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

　
松
田
　
裕
佳
さ
ん
　（
21
歳
・
若
原
）

　寒河江市内のドラッグストアに勤務し

ている松田さん。現在、店内の化粧品コー

ナーで販売と商品説明を担当しています。

「私の働いているお店では、店員みんな

で丁寧な対応を心がけていることもあっ

て、リピーターのお客さんが多いんです。

私もお客さんにしっかり説明できるよう

に心がけています」

　趣味は、写真などで気に入った風景や

人物を鉛筆画で描くこと。また、小学校

ではマーチングバンド、中学校と高校で

は吹奏楽部で金管楽器を担当していて、

中学時代に同じ部活だった友人たちとは

今でもとても仲が良いそうです。

　医薬品の登録販売者の資格を取得する

ため、休日も社内研修に参加するなど、

資格試験に向けて勉強中の松田さん。

「薬品に関する知識を身につけて、お客

さん１人ひとりに合った薬を紹介できる

ようになりたいです」と目標を語ってく

れました。

↓
七
軒
地
区
の
山
で
植
生
を
学
ぶ

↑
は
け
ご
ス
タ
イ
ル
も

　
馴
染
ん
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

13・広報おおえ



町
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
！

◆
開
放
期
間
／
７
月
16
日（
土
）～
８
月
14

日（
日
）

◆
時
間
／
10
時
～
16
時
半
（
昼
休
み
12
時

～
13
時
）

◆
料
金
／
小
人
50
円
（
中
学
生
以
下
）、

大
人
１
０
０
円
　
※
乳
幼
児
無
料

◆
入
場
券
販
売
所
／
井
筒
屋
書
店
（
７

区
）、
最
上
屋
菓
子
店
（
９
区
）、
鈴
木
酒

店
（
小
漆
川
）、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
大
江

本
郷
店
（
諏
訪
原
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
江
町
体
育
セ
ン

タ
ー
☎（
６
２
）３
６
６
３
ま
で

農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
に
つ
い
て

　
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
る
農
業
用

の
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
な
ど
は
「
産
業
廃
棄

物
」
と
な
り
、
野
焼
き
や
不
法
投
棄
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
法

に
処
分
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
内
の
農
業

生
産
者
団
体
と
各
関
係
機
関
で
組
織
す
る

大
江
町
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
（
佐
竹
正
勝
会

長
）
で
は
、
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
と
地
域
に
適
合

し
た
回
収
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
る
た
め
、

年
３
回
の
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
回
収
計
画
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
回
収
日
／
７
月
22
日（
金
）、
９
月
16
日

（
金
）、
11
月
18
日（
金
）

◆
搬
入
時
間
／
８
時
～
10
時

◆
搬
入
場
所
／
ク
レ
ン
ズ
興
産（
小
見
）

◆
搬
入
方
法
な
ど
／
直
接
自
己
搬
入
を
お

願
い
し
ま
す
（
重
量
で
の
料
金
算
出
）

◆
回
収
料
金
／
①
き
れ
い
な
ポ
リ
（
さ
く

ら
ん
ぼ
、
ぶ
ど
う
の
雨
よ
け
ポ
リ
の
み
）

…
無
料
、
②
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
…
30

円
／
㎏
（
税
込
）

◆
そ
の
他
／
当
日
、
お
越
し
の
方
へ
は
指

定
家
庭
系
も
や
せ
る
ご
み
袋
（
緑
色
文

字
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
推
進
協
議
会
事
務

局（
大
江
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎（
６
２
）

３
２
１
７
、
ま
た
は
農
林
課
農
政
係
☎

（
６
２
）２
１
１
５
ま
で

ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
の
品

提
供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　
大
江
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
方
に
大
江
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
お
礼
の
品
を
お
返
し
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
通
し
て
県
内
外
へ
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
江
町
の
良
さ

を
全
国
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
べ
く
、
大

江
町
な
ら
で
は
の
お
礼
の
品
を
ご
提
供
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
の
要
件
／
①
大
江
町
内
で
栽
培
、

製
造
、
加
工
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
法
令
な
ど
に

違
反
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
恐

れ
が
な
い
こ
と
、
③
町
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
④
代
表
者
が
、
暴
力
団
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
掲

げ
る
暴
力
団
の
構
成
員
な
ど
で
な
い
こ
と
、

⑤
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
厳
重
に
お
こ

な
え
る
こ
と

◆
募
集
す
る
お
礼
の
品
／
①
大
江
町
の
特

産
品
や
魅
力
を
伝
え
ら
え
る
ま
た
は
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
町
内
で

栽
培
、
製
造
、
加
工
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
、
②
品
質
お

よ
び
数
量
の
面
で
安
定
供
給
が
見
込
め
、

速
や
か
に
お
礼
の
品
の
発
送
が
で
き
る
こ

と
。

※
お
礼
の
品
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
寄
附

金
額（
１
万
円
・
３
万
円
・
５
万
円
・
10
万

円
）の
お
よ
そ
半
額
で
設
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　血圧が高めの方、高血圧症について知りたい方を対象に、健康教室を

開催します。受診の目安や関連する病気、日常生活の注意点などについ

ての講演ですので、ぜひご参加ください。参加費は無料です。

◆日時／７月19日㈫　13時半～15時　　◆場所／大江町保健センター

◆内容／講演「高血圧症について」

　　　　講師：県立河北病院副院長　太田　郁郎　氏

※お申し込み・お問い合わせは、健康福祉課保健衛生係☎62-2114まで

生活習慣病予防教室 ～高血圧症編～

知ってるつもりを解決し、健康づくりのアドバイス
知って納得！

平成２８年７月号・14

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで
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※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
推
進
課
政
策

推
進
係
☎（
６
２
）２
１
１
８
ま
で

自
衛
官
募
集
お
よ
び

採
用
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

【
自
衛
官
募
集
】

◆
募
集
資
格
／

・
自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

・
航
空
学
生

　
高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

◆
一
次
試
験
／

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
、一
般
曹
候
補

生
　
９
月
16
日（
金
）・
17
日（
土
）

・
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
　
９
月
23
日

（
金
）～
27
日（
火
）

・
航
空
学
生
　
９
月
22
日（
木
）

※
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
は
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定
。
た
だ
し
、
一
般
曹

候
補
生
は
午
前
の
み
。

◆
受
付
期
間
／
８
月
１
日（
月
）～
９
月
８

日（
木
）

【
採
用
制
度
説
明
会
】

◆
期
日
／
第
１
回

：

７
月
30
日（
土
）、
第

２
回

：

８
月
28
日（
日
） 

◆
時
間
／
10
時
～
14
時

◆
場
所
／
町
民
ふ
れ
あ
い
会
館

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
山
形
募
集

案
内
所
電
話
０
２
３（
６
３
４
）３
４
３
９

ま
で

今
日
こ
そ
は
、
絶
好
の
ホ
タ
ル
撮
影

日
和
。
ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
り
空

を
見
上
げ
て
、
そ
ん
な
気
が
し
た
あ
る
日

の
夕
暮
れ
。
人
知
れ
ず
カ
メ
ラ
と
三
脚
を

携
え
、「
ホ
タ
ル
の
里
」
貫
見
へ
と
出
か

け
ま
し
た
。
辺
り
の
闇
が
濃
く
な
っ
て
い

き
、
田
ん
ぼ
の
若
々
し
い
稲
も
周
囲
の

山
々
も
、
緑
が
す
っ
か
り
宵
闇
に
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
よ
う
か
と
い
う
そ
の
時
…
…
茂
み

の
中
か
ら
ほ
の
か
な
薄
緑
色
の
光
の
粒
が

現
れ
、
ふ
わ
り
、
ふ
わ
り
と
、
宙
を
舞
い

始
め
ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
、
淡
い
光
を

ま
と
っ
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
数
は
10
匹
以

上
に
。
カ
エ
ル
と
虫
の
鳴
き
声
だ
け
が
響

く
静
か
な
山
間
で
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
、

闇
夜
に
舞
い
踊
る
幻
の
よ
う
な
光
の
群
れ

に
い
つ
ま
で
も
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
肝
心

の
写
真
の
方
は
残
念

な
結
果
に
…
…
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
、
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

で
す
。

�

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

　大江町の旬の特産品などを販売する「物産味覚おおえ

日和。」を開催します。ぜひお誘い合わせの上お越しく

ださい。

◆日時／7月18日（月）10時半～ 15時　

◆場所／中央公民館駐車場　

◆イベント内容／

　�お楽しみ抽選会、金魚すくい、花苗・サマーティアラ

（いちご）のプレゼント、ミニライブ・ジャグリング、

ゆるキャラ＆ヒーロー大集合

※�当日は大江町役場、左沢駅前からシャトルバスを運行

します。中央公民館駐車場は大変混み合うことが予想

されますので、ぜひシャトルバスをご利用ください。

※�お問い合わせは、政策推進課起業推進係☎62-2139、

または大江町商工会☎62-4128まで

　毎年好評を得ている

本格焼酎「舟唄の里」

を、フレンチオーク樽

で長期貯蔵することに

より、洋酒のような香

りとまろやかな味わい

に仕上げました。今回、

大江町中央公民館の落

成を記念して、３５０本を限定発売します。ぜひ、

お早めにお買い求めください。

◆発売日／７月１９日（火）

◆発売本数／３５０本

◆価格／２９３８円（７２０ml・化粧箱別売）

◆発売場所／町内の各酒販店

※�ラベルには、大江町産の青苧を使った和紙

を使用しています。

※�お問い合わせは、大江町観光物産協会

　☎62-2139まで

物産味覚おおえ日和。開催！

　
７
月
24
日(

日)

の
休
日
当
番
医
が
、

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
変
更
前
）
三
浦
医
院

　
　
　
　
　
　
　
↓

（
変
更
後
）
国
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

休
日
当
番
医
の
変
更
に
つ
い
て

中央公民館
落成記念酒
発売！ 350本限定！

15・広報おおえ

今月の納税　納期限８月１日（月）　お忘れなく！
固定資産税・都市計画税（第２期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（普通徴収　第１期）



　私の父が使っていた喫煙具です。たばこといえば、今では
紙巻きたばこが当たり前になっていますが、昔は刻みたばこ
といって、タバコの葉を細かく刻んだものをきせるに詰めて
火をつけて吸っていたものです。私が小学生のころ、父はい
つもこのきせる入れとたばこ入れを腰に差して、畑に出かけ
ていました。そして農作業の合間に、きせるでたばこを吸っ
て休んでいたわけです。
　きせるは折れてしまっていますが、70年以上にもなるのに
金属部分がまったく錆びていないところをみると、銀製なの
ではないかと思っています。家の奥で長い間眠っていたこの
喫煙具を見つけて、久しぶりに当時のことを思い出しました。

� （荻野　最上平七）

想い出の

My蔵品
まいぞうひん

皆さんの心に残る想い

出の品を、それにまつ

わるエピソードととも

にご紹介します。

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？　懐かしい写真、

　�長年愛用している道具、旅先で購入した記念の品など、なんでも結構です。

総務課情報システム係☎（６２）２１８７まで、ぜひお知らせください。

お誕生おめでとう

区　名　  氏　名　 性別  父母名

小　見　伊藤　美
み お

桜　女　真人・奈津子

諏訪原　黒川　　華
はな

　女　源太・厚子

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　  年齢

９　区　荒木　正義 （７４）
木の沢　木村章太郎 （７２）
深　沢　菊地　敏夫 （７１）
下北山　堀井　　久 （８９）
２　区　伊藤ヤス子 （７９）
月　布　小林　昭三 （８７)
　用　　渡辺利枝子 （６２）
９　区　島　　文夫 （７８）
市の沢　林　　ふみ （８５）

戸籍のまど
５月21日～６月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,643人（ー19）

　　　男　4,270人（ー９）

　　　女　4,373人（ー10）

世 帯 数　2,918戸（ー５）

平成28年７月１日現在

ご結婚おめでとう

   　区名・出身地名　  　氏　名
　 ６ 　 　 区 　 寺 嶋 　 　 優
　 朝 日 町 　 長 岡 美 恵 子
　 若 　 　 原 　 菊 地 　 晃 弘
　 寒 河 江 市 　 武 田 真 由 子

（
（

▲�きせると竹製のきせる
入れ、木製のたばこ入れ

▲�たばこ入れの表面には
ぶどうの模様が彫られ
ていましたが、長い間の
使用ですり減ってしま
い、わずかに一部だけが
残っています。

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱
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※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。


